
本書は、生活工芸について主に書かれてある。第一章では、筆者が様々なジャンルの工芸

品に足を踏み入れ、自分の求めるものを模索していることが書かれてあった。第二章では、

筆者が愛玩する作品について書かれており、第三章では、筆者が様々なジャンルのアーティ

スト、芸術家と対話をすることで話を深めていた。 

 筆者は、陶芸に惹かれなかったことを踏まえると、伝統という意味での工芸にはあまり関

心がないように感じた。しかし、私は、そのような考え方を持つ人も必要だと考える。新し

い工芸品、焼き物を作ることは悪いことではなく、それが数十年後、数百年後、伝統工芸品

として扱われていくことも考えられるからである。 

 だが、やはり、受け継がれてきた技術、工芸品を次世代に繋げていくことの重要性も感じ

た。筆者と坂田さんの対話で弟子入りする必要はないと書かれているが、私は、それは違う

と思う。弟子入りすることで見えてくる良さがあり、新たな発見が見つかると考えるからだ。

人は、まず、知る、学ぶことで創造性が生まれると私は、考える。そのためには、弟子入り

して学ぶことも必要だと感じた。 

 そして、伝統工芸品は、人に知ってもらうことで初めて意味を成すのだと感じた。今は、

100 円で皿や器が買える時代である。その中で、手仕事の品物を広げるためには、やはり一

人でも多く多くの人に知ってもらうことが大事なのではないかと感じた。人は、知って、触

れることで良さを感じると考えるからである。 
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